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日本国憲法 第9条 
1項 

  日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和 

  を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による  

  威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段と 

  しては、永久にこれを放棄する。」 

２項 

  前項の目的を達するため、陸海空軍その他の 

  戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認 

  めない。」  

 

戦争の手段を規制した２項こそが特に重要 

世界標準 

侵略戦争放棄 

２項と合わせて、一切の戦争を放棄している。 



憲法の基本的な考え方 
＜前文第２項＞ 

• 日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の
関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであ
つて、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼し
て、われらの安全と生存を保持しようと決意した。
われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏
狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際
社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。 
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憲法の基本的な考え方 
＜前文第２項＞ 

• 日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の
関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであ
つて、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼し
て、われらの安全と生存を保持しようと決意した。
われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏
狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際
社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。
われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏
から免かれ、平和のうちに生存する権利を有する
ことを確認する。 4 



5 ベルリンの壁 
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「壁の向こうに理解者、友人、仲間を
作れば、壁は壁でなくなる。」 

       （ダニーロ・ドルチ） 

 

壁は物理的なものではなく、 

 

私たちの意識の問題なんだ 



Thomas Mann 

真の教養とは、 

 

人間は戦争してはいけないと 

信じること 

 

自国のことのみを考えるのではなく、 

 

他国のことも深く理解すること 

 



２つの平和構築方法 

• 軍事力(武力)によらない平和（憲法体系） 
–平和的生存権による信頼関係構築（敵をつくらない） 

–軍事力以外の国際貢献（人を殺さない国） 

• 軍事力（武力）による平和（安保法体系） 
–日米同盟強化による抑止力強化（敵の存在を前提） 

–軍事力による国際貢献（平和のために”人を殺す”国） 

• 戦後日本の平和の歴史はこの２つの体系のせめ
ぎ合いであった。自衛隊と安保条約の存在はあ
ったが、それでも憲法体系を無視できず、一定の
歯止めをかけてきた。 
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9条を持つ平和国家としての
ブランド価値を高めていく 



前文と9条の平和主義の下での 

政府解釈の帰結 
• 武力行使を個別的自衛権行使に限定（専守防衛） 

• 海外での武力行使を禁止（自衛官の武器使用に限定） 

• 他国の武力行使との一体化禁止 

– 他国軍隊への支援は非戦闘地域、後方地域に限定 

– 支援内容も武力行使との一体化にならない範囲に限定 

• 海外での自衛隊の活動を後方支援、人道復興支援に限定 

– 警護活動、安全確保活動、船舶検査活動のような前線での活動を行わない。 

• 武器使用も自己保存権に基づくものに限定 

– 任務遂行のための武器使用禁止 

– 危害射撃は刑法３６条、３７条に限定 

– 武器使用権限は部隊ではなく個々の自衛官に付与。 

• ＰＫＯ参加五原則による限定 

 10 これらの縛りは前文と9条の平和主義があったからこそ 

・武器輸出禁止 

・ODA平和利用 

・宇宙平和利用 

・非核３原則 



日本に期待される国際貢献は 

• 核廃絶と軍縮の内外での積極的推進 
→核・生物・化学兵器の全面禁止など 

• 紛争後の復興支援 

– 武装解除、インフラ整備、農業支援、産業支援、財政援助、
教育支援、法整備支援他 

• 紛争の原因除去のための積極的活動 

– 飢餓、貧困、疾病、災害、人権侵害、環境破壊、経済と教育
の格差といった構造的暴力をなくすために、国際社会にお
いて積極的な役割を果たす（人間の安全保障の推進）。 

 →軍事力だけが国際貢献ではない。 

  開発援助・復興支援・災害救助など日本の得意な分野がある
はず。非核と軍縮の積極的推進も重要。 

 



9条に関する３つの課題 

１ 日本の国民を守るためには 

 どうするか（国防）。 

２ 米国の戦争に巻き込まれない 

 ようにするにはどうするか。 

        （日米関係） 

３ 世界の平和のための国際貢献 

 はどうするか（国際協力）。 

12 ９条改憲がどのような意味を持つのか。 

不要 

有害 

有害 



自民党自衛隊明記案 

＜9条の２＞ 

• １項 前条の規定は、我が国の平和と独立を守
り、国及び国民の安全を保つために必要な措置
をとることを妨げず、そのための実力組織として
、法律の定めるところにより、内閣の首長たる内
閣総理大臣を最高の指揮監督者とする自衛隊を
保持する。 

• ２項 自衛隊の行動は、法律の定めるところによ
り、国会の承認その他の統制に服する。 
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大切なこと 

• 相手の立場に立って考える。 

• 想像力を働かせる。 

• 一歩先を考える。 

• そして、具体的に考えること。 

–自衛隊の実態を踏まえること。 

–戦争のことを私たちは、どこまで知っ
ているだろうか。 
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兵士が人でなくなる 

• アメリカ海兵隊の新兵訓練の目的は、「人を殺せ
るようにすること」 
– 第二次世界大戦で、見える敵への発砲率が15～20％に過ぎ
なかったことの衝撃から訓練を見直す。 

• 12週間の訓練の後、3ヶ月の実戦的訓練を積ん
だだけでイラク、アフガンの戦場に送られる。 

• 98％の人間は人を殺せないが、人を殺すことに
対する心理的なバリアーを除く教育が必要（同種
殺しの抵抗感の除去）。 

• 殺人を任務とする、人を殺せる人間に作られてい
く。 
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アメリカ帰還兵の現実 

• 貧困層、仕事がない若者が軍隊に入らざるを
得ない厳しい現実（経済的徴兵制）。 

• 本当は大学に行きたかった（新兵の奨学金希
望者８５％）。その学費を奨学金で得たかった
のに、実際には帰国後はそうした意欲も失わ
れる（卒業できるのは１５％）。 

• 戦死者以上の帰還兵の自殺者 

• 麻薬、犯罪、貧困に苦しむ。 

• PTSD、うつ病に苦しみ続けている。 
16 
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夫のジェレード・ヘグマンさんが陸軍に入隊した
のは、同時多発テロ事件がきっかけだった。 
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• 精鋭部隊に選ばれたジェレードさんは、繰り返し
アフガニスタンとイラクに派遣された。その間、彼
の様子は少しずつ変わっていったと、妻・アシュ
リーさんは話す。 

• 「戦場で見たものや、自分がしたことの悪夢に苦
しんでいました。症状がどドンドンひどくなって、
軍に助けを求めましたが、助けてはもらえません
でした。『お前は大丈夫だ。がんばれ』そう言わ
れていました。 

• 二人の息子と遊ぶのが何よりも好きだったジェレ
ードさん。そんな彼を特に悩ませたのは、戦場で
目にする子供の姿だった。 
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• 「武器を持った子供を見たら、自分が殺され
る前に射殺しろ、と教えられていました。夫は
目に涙を浮かべて、震えながら、『そんなこと
をしたら自分を許して生きていくことはできな
い』と言っていました。」 

• 8度目の派兵から自宅に戻った今年6月、ジェ
レードさんは自ら銃で頭を撃ち、命を絶った。 
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作者: デイヴィッド・フィンケル, 

古屋美登里 
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• アダムと共に戦争に行ったあらゆる兵士たち
――小隊30人、中隊120人、大隊800人――

は、元気な者ですら、程度の差はあれ、どこ
か壊れて帰ってきた。 
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• アダムと共に戦争に行ったあらゆる兵士たち
――小隊30人、中隊120人、大隊800人――

は、元気な者ですら、程度の差はあれ、どこ
か壊れて帰ってきた。アダムと行動を共にし
てきた兵士のひとりは、「悪霊のようなものに
取りつかれずに帰ってきた者はひとりもいな
いと思う。その悪霊は動き出すチャンスをねら
っているんだ」と言う。 

• 「家で襲撃を受けるんだ」別の兵士が言う。「
家でくつろいでいると、イラク人が襲撃してくる
。そういうふうに現れる。不気味な夢だよ」 
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•  いたって体調がよさそうに見える兵士は、「
妻が言うには、ぼくは毎晩寝ているときに悲
鳴をあげているそうだ」と言ったあとで困った
ように笑い、「でも、それ以外は何の問題もな
い」と言う。しかしほかの兵士たちと同じように
、途方に暮れているように見える。 

• 「あの日々のことを、死んでいった仲間のこと
を、俺たちがやったことを考えない日は一日
たりともない」とある兵士は言う。「しかし、人
生は進んでいく」 
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•  俺の頭の中はどうなってるんだ。昨夜、ベッ
ドに腰を下ろして、部屋の向こう側にある椅子
を見ていたら、そこに血まみれの女の子がい
た。その後のことは思い出せない。俺はとん
でもないパニック発作に陥ったらしい。死体の
幻を見るのはこれが初めてじゃない。 
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•  俺の頭の中はどうなってるんだ。昨夜、ベッ
ドに腰を下ろして、部屋の向こう側にある椅子
を見ていたら、そこに血まみれの女の子がい
た。その後のことは思い出せない。俺はとん
でもないパニック発作に陥ったらしい。死体の
幻を見るのはこれが初めてじゃない。死んだ
イラク人たちが浴槽に浮かんでいるのも見た
ことがある。どうして浴槽にいるのか、さっぱ
りわからない。 
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•  俺の頭の中はどうなってるんだ。昨夜、ベッ
ドに腰を下ろして、部屋の向こう側にある椅子
を見ていたら、そこに血まみれの女の子がい
た。その後のことは思い出せない。俺はとん
でもないパニック発作に陥ったらしい。死体の
幻を見るのはこれが初めてじゃない。死んだ
イラク人たちが浴槽に浮かんでいるのも見た
ことがある。どうして浴槽にいるのか、さっぱ
りわからない。 

  いま暴れ回りたい気分だ。 
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Gerardo Mena 
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• 戦争でひどく苦い経験
をして、初めて本当に
大事な事実を学んだの
だと思う。戦争には、栄
光など決して存在しな
いのだということを。戦
争とは、むごたらしくも
悲惨で、恐ろしい暴力
に他ならない。 

週刊金曜日989号より 

32歳 ミズーリ州出身 イラク西部へ 
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     どの戦争にも必ず 

         「戦争の後」がある。 

 

「9条を変える」ということは、こうしたリスク
を私たちが引き受ける覚悟を持つこと。 



今こそ、冷静さが必要 

• 戦争の悲惨な現実を知ること 

• 映画やゲームのようにかっこいいものなんかではな
い。残酷で、無残で、悲しいだけ。 

• 耐えがたい苦痛を家族や友人にもたらす。 

• 武力行使によってさらに重大な問題を引き起こす。 

• 軍事力以外の力を充実させること。 
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外交力、経済力、技術力、教育力、
文化力、芸術力、そして理念の力。 
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最後までお聴きいただき 

   ありがとうございました。 

     
 

 

伊藤 真 
 


